
大規模氾濫に備える地域の取組方針

平成３０年３月１６日 

南予地方局建設部 大規模氾濫に関する減災対策協議会 



１ 本協議会の構成 

  本協議会の参加機関及び委員等は、以下のとおりである。 

参加機関 委員 

宇和島市 

松野町 

鬼北町 

宇和島警察署 

宇和島地区広域事務組合消防本部 

愛媛県 南予地方局建設部 

愛媛県 須賀川ダム管理事務所 

愛媛県 山財ダム管理事務所 

宇和島市長 

松野町長 

鬼北町長 

宇和島警察署長 

宇和島地区広域事務組合 

消防本部消防長 

南予地方局建設部長 

須賀川ダム管理事務所長 

山財ダム管理事務所長 

（オブザーバー）

参加機関 オブザーバー

国土交通省四国地方整備局 

大洲河川国道事務所 

気象庁松山地方気象台 

大洲河川国道事務所長 

松山地方気象台長 



２ 協議会の目的 

平成 27年 9月の茨城県の鬼怒川流域での水害、平成 28年 8月の岩手県の

小本川での水害では、多くの尊い命が失われたほか、多数の孤立者が発生す

るなど、近年、全国各地で甚大な被害が頻発している。 

  また、地球温暖化に伴う気候変動の影響が顕在化しつつあり、今後も、水

災害の頻発化・激甚化が懸念されている。 

  本協議会は、本県においても、“大規模な氾濫は必ず起こる”との認識の

もと、河川の氾濫から住民の命を守ることを最優先に、関係機関がより一層

連携して、水防体制・避難体制の強化に取り組むものである。 

３ 地域の取組方針 

  河川の氾濫から“逃げ遅れゼロ”の実現を目指し、以下の施策に取り組む。 

（１）円滑・迅速な避難行動のための取組

（２）洪水氾濫による被害の軽減及び避難時間の確保のための取組



愛媛県 宇和島市 松野町 鬼北町

ア.洪水時における情報連絡体制
・出水期前に水位到達情報等
の連絡体制を関係機関で確認

（二）須賀川
（二）岩松川
（一）広見川
（一）三間川

全機関
引き続き毎年
実施

・宇和島市と南予地方局建設
部との「ホットライン」を構築

（二）須賀川
県
宇和島市

平成30年
5月末

・「ホットライン」による訓練の実
施

（二）須賀川
県
宇和島市

平成30年5月
（以降毎年）

ウ.水位到達情報文の改良
「氾濫危険情報様式（愛媛県水
防計画）」の改善

（二）須賀川 県 平成30年度

土木部河川課にお
いて、「氾濫危険情
報様式（愛媛県水
防計画）」を分かり
やすい内容等に改
良

・避難勧告の発令等に着目した
「水害対応タイムライン」の作成

（二）須賀川
県
宇和島市

平成30年度
から検討

・「水害対応タイムライン」を
使った関係機関による訓練の
実施

（二）須賀川
県
宇和島市

平成30年度
から検討

・水害危険性周知河川の設定
に向けた検討

（二）来村川
（一）広見川
（二）岩松川
（一）三間川  等

全機関
平成30年度
から検討

・その他、住民の「逃げ遅れゼ
ロ」の実現に向けた河川情報の
拡充に関する検討

全域 全機関 引き続き実施

・アラームメール（え
ひめ河川メール）の
利用登録の啓発
（H28年度～）
・河川監視カメラ画
像をWebにより提供

・愛媛県アラーム
メール（えひめ河川
メール）の利用登録
の啓発
・防災ラジオ、HP等
多様な広報手段に
よる周知

・愛媛県アラーム
メール（えひめ河川
メール）の利用登録
の啓発
・防災無線、Ｌア
ラート等多様な手
段による周知

・愛媛県アラーム
メール（えひめ河川
メール）の利用登録
の啓発
・防災無線、Ｌア
ラート等多様な手
段による周知

イ.想定最大規模に対応した浸水想
定区域図面等の整備・提供（水位
周知河川）

・想定最大規模洪水を対象とし
た洪水浸水想定区域図の整備
・家屋倒壊等氾濫想定区域の
設定・浸水継続時間の明示

（二）須賀川 県
整備済（平成
28年５月）

ウ.想定最大規模洪水に対応したハ
ザードマップの整備・提供（水位周
知河川）

・想定最大規模洪水による浸水
想定に対応したハザードマップ
を整備

（二）須賀川 宇和島市
整備済（平成
28年12月）

４ 概ね５箇年で実施する取組４ 概ね５箇年で実施する取組４ 概ね５箇年で実施する取組４ 概ね５箇年で実施する取組

取組内容 対象河川 取組機関 目標時期

エ.洪水時の河川管理者・市町等の
防災行動を予め定める「水害対応
タイムライン」の作成

①洪水時における防災情
報

取　組　内　容

水位到達情報等の連絡体制を減災対策協議会の協議事項とし、出水期前に関係
機関で確認する。

ア.河川情報の拡充に向けた検討

イ.直接市町長等に河川情報を伝達
する「ホットライン」の構築

取　組　方　針

（１）円滑・迅速な避難行動のための取組

１）情報伝達・避難計画等に関する取組

宇和島市長と南予地方局建設部長との
「ホットライン」の構築

「水防時における河川水位情報等の伝
達訓練（既存）」において「ホットライン」
による訓練を追加

設定に向けた検討

避難勧告の発令等に着目した「水害対
応タイムライン」の検討の着手

「水害対応タイムライン」を使った関係機
関による訓練（上記タイムラインの作成
に併せて検討）の実施

②避難行動、水防活動に
資する防災情報（河川情
報・避難情報）の拡充に関
する取組



愛媛県 宇和島市 松野町 鬼北町
取組内容 対象河川 取組機関 目標時期

取　組　内　容
取　組　方　針

・えひめ河川（かわ）メールによ
る河川情報のプッシュ型配信

全域 県
河川水位、雨量等
の防災情報の提供

・河川監視カメラ画像の提供 （二）須賀川 県
監視カメラ画像の
提供

・各種避難ツールの活用・促進 宇和島市内 宇和島市 引き続き実施

コミュニティFM放
送、防災ラジオ、安
心安全情報メー
ル、伊達なうわじま
安心アプリ等の運
用

③避難計画等の作成に関
する取組

ア.避難勧告等の判断・伝達マニュ
アルの作成・見直し

・避難勧告等の判断・伝達マ
ニュアルの作成、必要に応じて
見直し

全域
宇和島市
松野町
鬼北町

引き続き実施

避難勧告等の判
断、伝達マニュアル
を必要に応じて見
直し

避難勧告等の判
断、伝達マニュアル
の作成

避難勧告等の判
断、伝達マニュアル
の作成

愛媛県 宇和島市 松野町 鬼北町

・関係機関と地域住民が連携し
た重要水防箇所の合同点検の
実施

全域 全機関
引き続き毎年
実施

・重要水防箇所の啓発チラシの
配布、ホームページへの掲載

全域 全機関
平成30年度
から実施

・河川情報やハザードマップの
活用について説明やチラシ等
を配布
・県政出前講座「今日からでき
る河川防災情報の活用につい
て」を開設

全域 全機関 引き続き実施

・地域の小学校で防災教育を
実施

全域 全機関
平成30年から
実施

ウ.要配慮者利用施設への避難確
保計画作成や避難訓練実施の促
進・充実に向けた支援活動の実施

・要配慮者利用施設の管理者
向け説明会の開催
・避難確保計画の作成に関す
るチラシを配布

全域 全機関 引き続き実施

２）平時から住民等への周知・教育・訓練に関する取組

取　組　方　針

エ.防災情報等の提供内容・方法等
の拡充

引き続き実施

取組機関 目標時期取組内容
取　組　内　容

対象河川

②避難行動、水防活動に
資する防災情報（河川情
報・避難情報）の拡充に関
する取組

イ.河川情報・避難情報等の活用や
防災教育等の円滑・迅速な避難に
向けた広報活動の実施

①洪水に対する防災情報
（河川情報・避難情報等）
や避難に関する周知・教育
に関する取組

・説明や啓発チラシ等を配布
・要望に応じ、出前講座を活用し、水災害教育を実施

〔年１回、砂防学習会を利用して、河川災害、情報伝達等を説明〕

情報提供等による支援

重要水防箇所の啓発チラシを作成・周知するとともに、県・各市町のホームページ
に掲載

出水期前に関係機関と地域住民が連携した重要水防箇所の合同点検を実施

ア.地域住民への重要水防箇所の
周知



愛媛県 宇和島市 松野町 鬼北町
取組内容 対象河川 取組機関 目標時期

取　組　内　容
取　組　方　針

愛媛県 宇和島市 松野町 鬼北町

ア.重要水防箇所の精査・見直し
・重要水防箇所の精査・見直し
及び関係機関相互の確認を実
施

全域 全機関
引き続き毎年
実施

イ.重要水防箇所の点検
・関係機関と地域住民が連携し
た重要水防箇所の合同点検の
実施（再掲）

全域 全機関
引き続き毎年
実施

②水防資機材の整備等に
関する取組

・水防資機材の点検・補充

・各機関が保有する水防資機
材を点検・補充するとともに、関
係機関が保有情報を共有し、
応援体制を確認

全域 全機関
引き続き毎年
実施

イ.多様な関係機関が連携した水防
訓練の実施

・肱川総合水防演習への参加 全域 全機関 引き続き実施

ウ.水防工法に関する知識・技術の
研鑽

・県政出前講座「水防工法につ
いて」を開設

全域 全機関 引き続き実施

エ.水門、樋門等の施設点検及び樋
門操作員等安全確保に関する避難
基準の検討

・水門、樋門の施設点検の実施
・操作員の避難基準の検討

水門・樋門設置河
川

全機関 引き続き実施

オ.災害対策拠点に係る情報共有
・市・県庁舎や災害拠点病院等
の施設関係者への情報伝達、
機能確保の充実

全域 全機関
平成30年度
から検討

②住民、関係機関が連携
した避難訓練等の充実に
関する取組

・関係機関と地域住民が連携し
た「水防時における河川水位情
報等の伝達訓練」を実施

全域 全機関

取組内容 対象河川

（２）洪水氾濫による被害の軽減及び避難時間の確保のための取組

取組機関 目標時期
取　組　内　容

取　組　方　針

ア.洪水時における多様な関係機関
が連携した避難訓練等の実施

1）水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する取組

引き続き毎年
実施

要配慮者利用施設
を含めた訓練を呼
びかけ

要配慮者利用施設
と連携した伝達訓
練を実施（市内３施
設と連携）

ア.洪水時における情報連絡に関す
る訓練の実施

要配慮者利用施設を含めた訓練を呼びかけ（再掲）

・要配慮者利用施設と連携した伝達訓練を実施（宇和島市内３施設、鬼北町２施
設と連携。なお、松野町には、浸水が想定される区域に該当施設なし）

①重要水防箇所の点検に
関する取組

・関係機関と地域住民が連携し
た「水防時における河川水位情
報等の伝達訓練」を実施（再
掲）

全域 全機関
引き続き毎年
実施

減災対策協議会において、資機材の備蓄状況について情報共有を行い、備蓄品
目の選定等について意見交換

〔浸水が想定される
区域に要配慮者利
用施設なし〕

要配慮者利用施設
と連携した伝達訓
練を実施（町内２施
設と連携）

減災対策協議会において、必要に応じ、重要水防箇所の精査・見直しを検討

出水期前に関係機関と地域住民が連携した重要水防箇所の合同点検を実施（再
掲）

減災対策協議会において、浸水想定区域内の災害対策拠点である市町や県の庁
舎、災害拠点病院等の機能確保等に関する情報共有を行い、各施設管理者等に
対する洪水時の情報伝達体制、方法等を確認

③水防訓練の充実等に関
する取組

肱川総合水防演習に参加

要望に応じ、出前講座を活用し、各種水防工法を説明

県管理の水門・樋門を点検



愛媛県 宇和島市 松野町 鬼北町
取組内容 対象河川 取組機関 目標時期

取　組　内　容
取　組　方　針

ア.消防団が実施する水防活動を広
くPR

・県市町ホームページにおい
て、消防団の水防活動をPR

全域 全機関 引き続き実施

イ.水防団確保に向けた取組
・水防団員の募集等について
検討

全域 全機関
平成30年度
から検討

県ＨＰ「えひめ水防
活動最前線」にお
いて、水防の最前
線で活躍する水防
団（消防団）の活動
を紹介

県消防協会による
消防団員確保キャ
ラバン事業及び未
来の消防団加入促
進事業を同協会と
連携して実施

消防団員の確保対
策と併せた取組（地
域行事等におい
て、お知らせを活用
した呼びかけ）を実
施

水防団員が、地域
のイベント（地区運
動会、でちこんか
等）で入団の呼び
かけを行う等、普段
から団員確保に向
けた取組を実施
〔消防団員が水防
団員を兼務〕

愛媛県 宇和島市 松野町 鬼北町

①洪水を河川内で安全に
流す取組

危機管理型ハード対策等
（一）内平ヶ谷川
（一）広見川

県 引き続き実施 引き続き実施

2）円滑・迅速な避難に資する施設等の整備に関する取組

県ＨＰ「えひめ水防活動最前線」において、活動を紹介

取　組　方　針 取組内容 対象河川 取組機関 目標時期
取　組　内　容

④水防に関する広報の充
実等に関する取組



５ フォローアップ 

  これらの取組を着実に実施し、本協議会の目的を達成するため、毎年、出

水期前に進捗状況等をフォローアップするとともに、必要に応じて、これら

の取組の改善を行う。 


	1表紙
	2出席者名簿
	0-1 H29出席者名簿.xlsx

	3配席図
	0-2 配席図.xls

	4次第
	5規約（H29.8.25改正） 
	6取組方針（1～3、5）
	7取組方針（4）（事務局案3.9）再修正
	4 取組方針（4）（事務局案3.9）再修正.xlsx

	8大規模氾濫に備える地域の取組方針（最終）
	5 大規模氾濫に備える地域の取組方針（最終）.pptx




